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海底石油資源のプランクトン増殖に及ぼす可能性

Plankton propagation possibly contributed by petroelum natural diffusion
out of offshore subterranean deposits
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世界の海底油田の開発はその殆どが豊かな漁場と一致している．海水中のプランクトンなど微生
物濃度分布と海底油田分布を様々な発表されている既報のデータを重ね合わせ、その検証を試み
た． サハリン島周辺、アラビア海、北海、メキシコ湾などを選び、その重ね合わせをおこなっ
た。 これらの地域でのプランクトン濃度分布と海底石油資源の埋蔵分布は、明確な一致がみら
れた。 また、天然ガスの埋蔵は液体石油のみの埋蔵に比べ、より明確にその相関を表すようで
ある。
 石油漏洩によるエコシステムへの影響に関する多くの既存の報告は、その殆どが海水中の高濃
度の石油の公害に焦点がおかれている。 しかし、それらのデータの幾つかに、溶存石油や炭化
水素成分の適度の低濃度領域でプランクトンの増殖が見られ，更なる濃度増加は増殖から抑制
へ、すなわち海洋エコシステムへの公害に至る濃度境界値としての、炭化水素のプランクトンへ
の増殖・抑制閾値濃度が存在する。 この閾値は炭化水素の種類や石油成分及びプランクトンな
どの有機体の種類により異なる。
 更に、石油埋蔵層から地層を拡散上昇し海底床にて，海水中に溶解する石油成分は海水溶存酸
素と海底床にて酸化反応をおこし、炭化水素を凝集させ、その結果として海底に於ける酸素欠乏
をおこし、炭化水素を凝集させ、その結果として海底に於ける酸素欠乏による甲殻類の大量死亡
や、いわゆるジュビリーといわれる陸上への逃避大移動について短く触れる。
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